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健康いきいき心ときめき
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すこやか長寿目次　65号　  　 2015年1月

第 27 回全国健康福祉祭とちぎ大会
「ねんりんピック栃木 2014」 が平成
26 年 10 月4日から栃木県内各地で開
催されました。
本県選手団総勢 146 名は、日頃の

練習の成果を発揮し、優秀な成績を
収めるとともに健康寿命日本一の静岡
県パワーを全国にアピールしました。

表紙の人　 ねんりんピック栃木 2014 静岡県選手団

総合開会式（10 月 4 日 栃木県総合運動公園）
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謹　賀　新　年

短
縮
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
の
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
、
種
々
の

方
法
論
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
習
慣
が

重
要
な
こ
と
だ
け
は
確
か
で
す
。
た

と
え
ば
、
日
頃
か
ら
、
食
事
の
内
容

と
食
べ
方
に
配
慮
し
、
身
体
を
動
か

し
て
よ
く
眠
り
、
楽
し
い
人
的
交
流

と
好
奇
心
を
持
ち
続
け
て
脳
を
鍛
え
、

体
調
の
自
己
点
検
と
定
期
検
診
を
怠

ら
な
い
、
な
ど
で
す
。

し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団
職
員
は

皆
様
と
と
も
に
、
上
記
の
課
題
に
挑

戦
す
る
所
存
で
す
。
今
年
も
ど
う
か

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

老
の
日
に
は
5
万
８
８
２
０
人
（
静

岡
県
は
１
７
４
２
人
）
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ゼ
ロ
歳
の
子
供
が
、
平
均
し
て
何

歳
ま
で
生
き
る
か
を
表
す
の
を
平
均

寿
命
、
最
低
限
の
日
常
生
活
に
介
護

が
必
要
に
な
る
ま
で
の
期
間
を
健
康

寿
命
と
い
い
ま
す
。
両
者
の
差
は
不

健
康
な
期
間
を
表
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
２
０
０
１
年
か
ら
２
０
１
０
年

ま
で
の
10
年
間
の
デ
ー
タ
を
比
較
す

る
と
、
平
均
寿
命
に
比
べ
て
健
康
寿

命
の
延
び
が
短
い
こ
と
か
ら
、
平
均

寿
命
の
延
伸
に
よ
っ
て
、
不
健
康
な

期
間
が
長
く
な
る
怖
れ
を
指
摘
す
る

人
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
直
近
の
資
料
を
も
と
に
、

２
０
１
０
年
と
２
０
１
３
年
の
平
均

寿
命
と
健
康
寿
命
を
比
較
し
て
み
ま

し
た
。
こ
の
間
、
平
均
寿
命
は
男
性

で
0
・
66
年
、
女
性
で
0
・
31
年
延

伸
し
て
い
ま
す
が
、
健
康
寿
命
は
そ

れ
を
凌
駕
し
て
、
男
性
で
0
・
77
年
、

女
性
で
は
0
・
59
年
延
び
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
国
を
挙
げ
て
の
努
力
に

よ
っ
て
、
最
近
、
不
健
康
な
期
間
が

自
然
災
害
、
国
際
紛
争
と
テ
ロ
が

多
発
し
た
昨
年
で
し
た
が
、
今
年
は

安
ら
か
な
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
大
陸
に
生
ま
れ
た
人
類

が
、
北
上
・
東
進
の
過
程
で
日
本
列

島
に
住
み
着
い
た
の
が
我
々
の
祖
先

で
す
。
生
活
環
境
と
し
て
は
恵
ま
れ

な
い
こ
の
地
で
、
火
山
噴
火
、
地
震
、

台
風
な
ど
の
自
然
の
脅
威
に
も
め
げ

ず
、
質
素
に
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

戦
後
、
平
和
な
民
主
主
義
国
家
に

変
貌
し
た
我
が
国
は
、
驚
異
的
な
ス

ピ
ー
ド
で
経
済
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

し
か
し
、経
済
成
長
と
関
連
す
る
諸
々

の
社
会
変
化
と
相
俟
っ
て
、
少
子
高

齢
化
が
急
速
に
進
み
ま
し
た
。
合
計

特
殊
出
生
率
は
低
下
し
、
我
が
国
の

高
齢
化
率
は
25
・
1
％
（
静
岡
県
は

26
・
0
％
）
に
達
し
て
、
社
会
保
障

制
度
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

百
歳
高
齢
者
数
も
、
厚
生
省
が
初
め

て
公
表
し
た
昭
和
38
年
に
は
わ
ず
か

１
５
３
人
で
し
た
。
昭
和
56
年
に
よ

う
や
く
１
０
７
２
人
に
達
し
た
が
、

そ
の
後
急
増
し
て
２
０
１
４
年
の
敬

理事長ご挨拶

しずおか健康長寿財団 理事長

佐古　伊康
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特 報

栃
木
路
で
本
県
選
手
団
が

健
康
寿
命
日
本
一
を
ア
ピ
ー
ル
!!

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４
静
岡
県
選
手
団
結
果
報
告

「
咲
か
せ
よ
う
！
長
寿
の
花
を
栃
木
路
で
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
第
27
回
全
国
健

康
福
祉
祭
と
ち
ぎ
大
会
が
10
月
4
日
か
ら
4
日
間
、
栃
木
県
内
の
20
市
町
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

静
岡
県
選
手
団
は
9
月
17
日
に
結
団
式
を
行
い
、
健
闘
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

10
月
4
日
の
総
合
開
会
式
は
、
栃
木
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、

各
都
道
府
県
と
20
政
令
市
か
ら
役
員
を
含
め
約
１
万
人
の
選
手
団
が
入
場
行
進
し
ま

し
た
。
本
県
選
手
団
１
４
６
名
も
、
現
地
の
小
学
生
「
と
ち
ま
る
キ
ッ
ズ
」
か
ら
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
横
断
幕
と
と
も
に
堂
々
と
行
進
し
ま
し
た
。

10
月
5
日
か
ら
開
始
し
た
競
技
は
、
台
風
18
号
の
影
響
で
風
と
雨
の
強
い
悪
条
件

の
中
で
、
ゴ
ル
フ
を
除
き
予
定
通
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
９
競
技
が
試
合
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
県
選
手
団
は
「
静
岡
県
の
は
つ
ら
つ
高
齢
者
こ
こ
に
あ
り
」

と
活
躍
し
、
８
競
技
12
部
門
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

結
団
式
が
静
岡
市
葵
区
の
静
岡
県
総
合

社
会
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
旗
が
大
須
賀
淑
郎
副
知
事
か
ら
鈴
木

義
勝
選
手
団
長
の
手
を
経
由
し
て
旗
手
の

増
田
洋
選
手
（
太
極
拳
）
に
渡
さ
れ
ま
し

た
。
選
手
団
長
の
挨
拶
の
後
、
森
富
士
雄

さ
ん
、中
本
宏
子
さ
ん
の
二
人
（
弓
道
）
が
、

「
熟
年
パ
ワ
ー
を
存
分
に
発
揮
し
、
正
々

堂
々
と
競
技
す
る
と
と
も
に
、
全
国
か
ら

参
加
し
た
選
手
や
栃
木
県
の
人
々
と
交
流

の
輪
を
広
げ
、
元
気
を
分
か
ち
合
い
ま

す
。」
と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

決意表明 団長挨拶

結
団
式
　
9
月
17
日

県旗授与

4すこやか長寿 65号



総
合
開
会
式
　
10
月
4
日

競
技
　
10
月
5
日
～
7
日

上
位
入
賞
の
結
果
は
次
の
と
お
り

第
３
位

　

な
ぎ
な
た
（
団
体
戦
・
演
技
競
技
）

	
	

県
選
抜
チ
ー
ム

　

水
泳	

平
泳
ぎ
50
ｍ	

青
柳
宏
志

　

	

バ
タ
フ
ラ
イ
50
ｍ	

橋
本　

誠

　

マ
ラ
ソ
ン
５
キ
ロ	

河
合
久
和
子

優
秀
賞

　

卓
球
（
団
体
戦
）	

ふ
じ
の
く
に

	
	

静
岡
県

　

弓
道
（
ベ
ス
ト
８
）	

県
選
抜
チ
ー
ム

入　

賞

　

マ
ラ
ソ
ン
３
キ
ロ	

石
上
み
よ

	
５
キ
ロ	

内
川
哲
英

	
10
キ
ロ	

三
橋
紀
男

　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
（
団
体
戦
）

	
	

勝
虫

　

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
（
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
）

	
	

野
田　

章
	

	

杉
澤
光
枝

　

テ
ニ
ス
（
団
体
戦
）	

富
士
の
山

選
手
団
の
競
技
成
績

弓　道

インディアカ

マラソン

卓　球

なぎなた

水　泳
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鈴
木
義
勝
選
手
団
長
と
と
も
に
、
各
競

技
種
目
で
入
賞
し
た
静
岡
県
代
表
選
手
13

名
が
、
大
須
賀
淑
郎
副
知
事
に
対
し
て
成

績
を
報
告
し
ま
し
た
。

報
告
会
　
10
月
31
日

大須賀副知事（前列中央）に報告　　県庁特別会議室にて

ペタンク

ゲートボール

ソフトボール

ダンススポーツ

ソフトバレーボール

ウォークラリー

太極拳

剣　道

健康マージャン

将　棋

囲　碁

サッカー
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ねんりんピック栃木 2014 美術展　入賞作品の紹介

花と緑と海のきらめく「浜名湖ガーデンパーク」での
野外オカリナコンサートを描きました。

青空の下、やわらかで、ここちよいハーモニーは、た
ちまち拍手と歓声に包まれました。

暫く忘れかけていたトキメキと希望をもたらしてくれた
ステキな演奏会でした。

幸運にも、良きモチーフに巡り合えて、感謝の気持で
いっぱいです。

日
本
画
部
門
「
希
望
」

伊
藤
雅
章
（
浜
松
市
中
区
）

厚
生
労
働
大
臣
賞

工
芸
部
門
「
雨
の
日
」

岡
部
映
子
（
浜
松
市
西
区
）

金
　
　
　
賞

歳を重ねるに従い年々身も心も弱ってくる。そんな時
にすこやか長寿祭美術展があることを知った。自分の
思ったこと、感じたことなどを書作品として発表できたら
この上ない幸せなことだ。よし！やってみよう。挑戦が
始まった。
「生きている喜びをみんなで分けあって共に美しい花

を咲かせていこうではありませんか。」
そのままが作品となり、賞までいただくことができ、

この喜びはたとえようがない。

書
部
門
「
と
こ
し
え
の
願
い
」

加
藤
桂
三
（
浜
松
市
北
区
）

金
　
　
　
賞

音もなく静かに降る雨、池に小さな波紋を作っては消
え作っては消える光景を眺めていると、時の過ぎるのを
忘れてしまいそうな、静かで、心が落ち着く気がしました。

そんな時、これを作品にと思いました。そして雨の中
の彩りとして、睡蓮と雨に打たれ静かに漂っている魚を
入れることにしました。

それを日本伝統の楮紙三種類（楮紙・典具帖紙・落
水紙）の色染された和紙を使用し表現しました。

早朝の静かな寺院境内で団扇太鼓と読経の声が近づ
いてきた。僧侶の列が満開の枝垂れ桜の前を通り過ぎ
る。またとないチャンスとシャッターを切る。

その日２箇所目の撮影地。３時起きして車を走らせた
甲斐がありました。

美術展出品を快諾してくださった久遠寺関係者には心
から感謝致しております。撮影対象は鉄道が主で、人物
はほとんど写すことはないのですが、健康に留意し、作
品づくりに精進したいと思います。

写
真
部
門
「
修
行
僧
が
ゆ
く
」

鷲
巣
茂
男
（
静
岡
市
駿
河
区
）

銀
　
　
　
賞

次のねんりんピックは…

7 すこやか長寿 65号



こ
れ
か
ら
の
医
療
の
あ
り
方

超
高
齢
社
会
と
な
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
提
供
す
る
医
療
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
現
在
の
死
亡
原
因
の
1
位
は
悪
性
新

生
物
（
が
ん
）
で
す
が
、
数
年
前
か
ら
肺
炎

が
第
3
位
と
な
り
ま
し
た
。
感
染
症
対
策
は
戦

前
・
戦
後
の
医
療
の
歴
史
の
中
で
の
最
大
の
課

題
で
し
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
誤
嚥
性
肺
炎
、

市
中
肺
炎
を
含
め
、
肺
炎
が
高
齢
者
の
死
亡

原
因
の
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
10
月
か
ら
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が

公
費
負
担
と
な
り
ま
し
た
が
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
と
並
び
、
高
齢
者
の
感
染
症
対
策
は

今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
の
急
増
も
高
齢
化
の
影
響

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
予

世
界
に
類
を
見
な
い
超
高
齢
社
会
の
到
来

我
が
国
は
世
界
一
の
長
寿
国
と
な
り
ま

し
た
が
、
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
特
筆
す

べ
き
も
の
で
も
あ
る
の
で
す
。
我
が
国
の
人

口
は
１
９
６
０
年
の
９
０
１
５
万
人
か
ら

２
０
１
２
年
の
1
億
２
７
５
１
万
人
ま
で
50

年
で
３
６
０
０
万
人
増
え
て
い
ま
す
が
、
65

歳
以
上
の
方
が
占
め
る
高
齢
化
率
は
5.7
％
か

ら
24.1
％
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
平
均
寿
命
も
15
歳
延
び
て
お

り
、
１
０
０
歳
以
上
の
方
も
１
５
４
人
か
ら

5
万
４
３
９
７
人
と
、
こ
れ
も
大
幅
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
に
は
3
人
に
1

人
は
65
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者
、
5
人
に
1

人
は
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
る
こ
と

は
確
実
で
す
。

篠原　彰さんプロフィール
昭和60年	焼津市にて篠原医院開業
平成8年	 焼津市医師会会長
平成16年	 静岡県医師会理事
平成18年	 静岡県医師会副会長
平成26年	静岡県医師会会長

静岡県医療審議会会長
静岡県社会福祉審議会委員
静岡県総合計画審議会委員
静岡県認知症施策推進会議会長
静岡県訪問看護推進協議会会長　ほか

健康はつらつゼミ

備
軍
を
含
め
る
と
約
８
０
０
万
人
が
認
知
症

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
と
な
っ
て
も
、

日
常
生
活
に
支
障
が
な
い
軽
度
の
場
合
は
問

題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
周
辺
症
状
に
よ
っ

て
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
方
が
増
え
て

い
る
の
も
事
実
で
す
。
認
知
症
を
治
せ
る
薬

は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
早
期
の
対
応
に
よ

り
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

国
は
、
医
師
や
介
護
職
員
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
の
参
加
に
よ
る
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

と
い
う
認
知
症
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
道
半
ば
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

医
療
と
介
護
の
更
な
る
連
携
の
必
要
性

先
の
国
会
で
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法

が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
医
療
と
介

一
般
社
団
法
人
静
岡
県
医
師
会
　

会
長
　
篠し
の
は
ら原 

彰あ
き
ら 

さ
ん

こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
と

地
域
医
療
の
あ
り
方
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健
康
寿
命
に
つ
い
て

人
間
誰
し
も
が
、
長
い
療
養
生
活
を
送
る
よ

り
も
ぴ
ん
ぴ
ん
コ
ロ
リ
を
望
む
の
は
当
然
の
こ

と
で
し
ょ
う
。
健
康
寿
命
と
は
、
介
護
の
お
世

話
に
な
る
期
間
を
除
い
た
平
均
寿
命
を
言
い
ま

す
が
、
男
女
と
も
そ
の
差
は
約
10
年
あ
り
ま
す
。

こ
の
10
年
間
を
少
し
で
も
縮
め
よ
う
と
い
う
の

が
国
の
考
え
で
す
が
、
で
は
日
常
生
活
を
送
る

上
で
何
に
気
を
付
け
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た
が
、
死
亡
原
因
の
1

位
は
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
で
す
。
現
在
で

も
亡
く
な
る
方
の
3
分
の
1
は
が
ん
な
の
で

す
が
、
飛
躍
的
な
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
我
が

国
の
医
療
に
お
い
て
も
、
ま
だ
多
く
の
が
ん

は
不
治
の
病
な
の
で
す
。
偏
っ
た
食
事
や
飲

酒
・
喫
煙
な
ど
が
が
ん
の
発
生
を
促
進
す
る

こ
と
は
解
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
や
は
り
毎

年
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
最
大
の
が

ん
対
策
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

死
亡
原
因
の
第
2
位
は
循
環
器
系
の
疾
患

で
す
が
、
心
筋
梗
塞
や
心
不
全
の
原
因
と
な

る
の
は
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
代
謝
異
常

な
ど
の
生
活
習
慣
病
で
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患

に
つ
い
て
も
、
食
生
活
な
ど
の
生
活
習
慣
が

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
確
実
な
の
で
す
が
、

や
は
り
特
定
健
診
な
ど
の
健
診
機
会
を
逃
さ

ず
に
、
自
分
自
身
の
健
康
度
の
チ
ェ
ッ
ク
を

怠
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

す
が
、
亡
く
な
る
方
は
１
２
６
万
人
を
超
す

こ
と
か
ら
、
毎
年
25
万
人
く
ら
い
の
人
口
減

少
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
高
齢
化
の

進
展
と
と
も
に
死
亡
者
数
は
増
加
し
、
こ
れ

ま
で
経
験
し
な
か
っ
た
多
死
社
会
が
や
っ
て

き
ま
す
。

「
亡
く
な
る
場
所
の
確
保
」
も
今
後
は
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
１
９
６
０
年
こ

ろ
ま
で
は
、
90
％
の
方
が
自
宅
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
１
９
８
０
年
こ
ろ

か
ら
で
し
ょ
う
か
、
病
院
で
の
死
亡
が
90
％

近
く
と
な
り
ま
し
た
。
国
の
施
策
で
あ
る
病

院
完
結
型
医
療
に
よ
り
た
く
さ
ん
の
病
院
が

で
き
た
こ
と
、
核
家
族
化
が
進
み
自
宅
で
の

療
養
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
、
専
門
医
化
が

進
み
何
で
も
診
て
く
れ
る
医
師
が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
な
ど
が
そ
の
理
由
で
す
。
し
か

し
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
医
療
費
や
介

護
給
付
費
が
著
し
い
高
騰
を
続
け
る
中
、
国

は
「
病
院
完
結
型
か
ら
地
域
完
結
型
へ
」
と

施
策
の
大
転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
。

財
政
事
情
が
社
会
保
障
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
は
決
し
て
好
ま
し
い
こ

と
で
は
な
い
の
で
す
が
、
少
子
化
と
高
齢
化

に
よ
る
働
く
世
代
の
減
少
は
決
し
て
目
を
そ

む
け
て
は
い
け
な
い
我
が
国
の
現
状
で
あ
る

と
も
思
い
ま
す
。

護
の
連
携
の
必
要
性
は
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
法
の
整
備
に
よ
り
強
化
す
る
と
い
う

国
の
意
思
の
表
れ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

法
律
で
は
、
病
院
を
機
能
別
に
4
分
類
に
分

け
る
こ
と
、
医
療
と
介
護
の
連
携
に
よ
る
在

宅
医
療
の
推
進
、
医
療
や
介
護
従
事
者
の
確

保
等
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
全
国
の
市
町

村
が
策
定
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
高
齢
者
の

住
居
の
確
保
と
と
も
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
住
民

の
参
画
を
促
し
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
専
門

職
で
あ
る
医
療
従
事
者
と
介
護
従
事
者
の
緊

密
な
連
携
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
医
療
に
お
い
て
は
、
医
師
は
病
気

を
治
す
だ
け
で
な
く
、
癒
す
、
支
え
る
と
い
っ

た
視
点
が
必
要
で
す
。
手
足
と
な
っ
て
働
い

て
く
れ
る
訪
問
看
護
師
や
介
護
職
員
と
の
協

働
は
、
高
齢
者
の
在
宅
で
の
療
養
に
お
い
て

は
不
可
欠
な
も
の
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

少
子
高
齢
多
死
社
会
へ
の
心
構
え

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る

２
０
２
５
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
少
子
高
齢

社
会
の
到
来
は
我
が
国
に
と
っ
て
大
変
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
、
年

間
の
出
生
数
は
１
０
３
万
人
を
切
る
状
況
で
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に
肉
付
け
し
た
お
話
を
、
訪
問
先

の
み
な
さ
ん
に
し
て
い
ま
す
。

日
々
努
力
を
惜
し
ま
な
い
近

藤
静
美
さ
ん
は
、
東
京
に
本
部

を
置
く
「
語
り
手
達
の
会
」
の

定
例
研
修
会
に
は
欠
か
さ
ず
参

加
さ
れ
、
自
分
自
身
を
磨
き
上

げ
て
「
語
り
の
会　

千
の
風
」

の
皆
さ
ん
と
共
に
、
多
く
の
人

達
を
励
ま
し
、
勇
気
づ
け
る
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

仕
事
・
主
婦
業
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
、
一
人
三
役
を

こ
な
す
近
藤
静
美
さ
ん
に
、
今

後 

益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

（
沼
津
・
北
駿
地
区
生
き
が
い
特
派
員　

渡
邊 

英
機
）

尋
ね
す
る
と
、「
語
り
に
つ
い
て

は
小
さ
な
言
葉
を
紡
い
で
、
人
と

の
関
わ
り
を
結
う
こ
と
で
す
。
一

瞬
の
理
解
と
、
心
の
つ
な
が
り
が

あ
れ
ば
、
聴
き
手
の
皆
さ
ん
の
目

を
輝
か
せ
た
笑
顔
と
、
笑
い
に
出

会
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。」
と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
私
達
に
大
き
な
感
動

を
与
え
、
昔
話
し
の
魅
力
を
後
世

に
残
し
て
く
れ
た
小
泉
八
雲
を
、

よ
く
研
究
さ
れ
て
お
り
、
語
り
手

た
ち
の
季
刊
誌
「
語
り
の
世
界
」

の
寄
稿
文
に
『
小
泉
八
雲
と
妻
セ

ツ
の
語
り
、
こ
の
二
人
こ
そ
心
の

世
界
を
言
葉
で
紡
い
だ
本
当
の

意
味
の
語
り
手
・
創
り
手
で
は
な

か
っ
た
の
か
、
そ
う
思
え
て
な
ら

な
い
』
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
語

り
手
と
、
聴
き
手
に
と
っ
て
、
ね

ん
ね
こ
ば
ん
て
ん
の
母
の
ぬ
く

も
り
に
も
似
て
、、
す
べ
て
を
抱

擁
し
、
受
容
し
な
が
ら
川
の
流
れ

の
よ
う
に
次
世
代
に
繋
ぎ
、
創
作

に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
地
を
巡
り

題
材
を
集
め
、
そ
れ
を
自
分
な
り

紙
芝
居
・
手
遊
び
・ 

わ
ら
べ
う
た

等
を
、
提
供
し
て
い
ま
す
。

福
祉
の
仕
事
を
続
け
な
が
ら
、

こ
の
会
を
主
宰
し
、
六
人
の
語
り

仲
間
と
共
に
常
に
研
鑽
を
怠
る

こ
と
な
く
、
二
十
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
活
動
を
続
け
て
い
る
近

藤
静
美
さ
ん
に
「
語
り
の
世
界
」

を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
を
お

〽
ハ
ア
ー
佐
渡
へ　

佐
渡
へ
～

と
草
木
も
な
び
く
よ
～
〽

哀
愁
を
お
び
た
〝
お
け
さ
唄
〟

が
館
内
に
響
き
渡
り
、
ホ
ー
ム

の
み
な
さ
ん
の
目
が
一
点
に
集

中
し
ま
す
。
こ
れ
は
、「
語
り

の
会 

千
の
風
」
近
藤
静
美
さ
ん

（
七
〇
歳
）
が
、
お
話
し
て
い
る

映
像
紙
芝
居
「
お
け
さ
猫
」
の

一
節
で
す
。
聴
く
人
の
心
に
沁

み
入
る
よ
う
に
語
り
か
け
、
話

の
情
景
の
中
に
引
き
込
み
心
和

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

「
語
り
の
会　

千
の
風
」
は
、

御
殿
場
市
・
裾
野
市
・
小
山
町
を

主
な
活
動
拠
点
と
し
、養
護
施
設
・

保
育
園
・
市
町
老
人
会
等
を
訪
問

し
、
昔
話
・
神
話
・
怪
談
・
寓
話
・

近こ
ん
ど
う藤 

静し
ず
み美 

さ
ん

（
御
殿
場
市
）

言
葉
で
紡
ぐ

心
の
世
界
・
語
り

地域密着情報　特派員だより①

養護施設訪問　「映像紙芝居　〝おけさ猫〟」

「語りの会 千の風」発足時の集い　前列右 近藤さん

10すこやか長寿 65号



逆
に
騒
音
問
題
、駐
車
場
な
ど
ご

近
所
に
対
し
て
気
苦
労
も
あ
る
そ
う

で
す
が
、子
供
た
ち
の
た
め
に
と
明

る
く
、そ
し
て
慎
重
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

田
舎
で
あ
っ
て
も
子
供
達
が
自

由
に
外
で
遊
べ
な
い
環
境
の
今
、少

し
で
も
多
く
自
然
に
接
し
、昔
な
が

ら
の
遊
び
を
さ
せ
た
い
と
熱
く
語
る

加
藤
さ
ん
に
日
本
の
肝
っ
玉
母
さ
ん

の
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。部
屋

の
隅
に
は
か
わ
い
い
防
災
カ
バ
ン

（
す
べ
て
手
作
り
）が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。危
機
管
理
も
怠
ら
な
い
加
藤

さ
ん
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ぶ
り

が
覗
え
ま
す
。

お
母
さ
ん
方
が
安
心
し
て
預
け

ら
れ
る
要
素
い
っ
ぱ
い
の
ほ
ほ
え
み

学
童
保
育
所
で
す
。

（
小
笠
・
榛
南
地
区
生
き
が
い
特
派
員　

荒
木
弘
子
）

一
年
後
に
そ
の
活
動
が
認
め
ら

れ
、掛
川
市
か
ら
委
託
料
を
も
ら
え

る
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

日
々
運
営
し
て
い
く
中
で
突
然
の
依

頼
が
舞
い
込
む
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

「
赤
ち
ゃ
ん
が
熱
を
出
し
た
の
で
病
院

へ
行
く
が
、上
の
子
を
預
か
っ
て
ほ
し

い
」と
い
う
よ
う
な
一
時
預
か
り
に
も

対
応
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。仕
事
を

し
な
が
ら
小
さ
な
子
を
持
つ
お
母
さ

ん
に
は
心
強
い
応
援
団
で
す
。と
は
い

え
、い
つ
も
予
算
は
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。指
導
員
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
、そ
し
て
地
域
の
方
々
の

協
力
、例
え
ば
机
や
椅
子
、楽
器
な
ど

も
「
う
ち
で
は
も
う
要
ら
な
い
か
ら

使
っ
て
」と
持
ち
込
ん
で
く
れ
ま
す
。

採
り
た
て
野
菜
が
届
い
た
り
と
温
か

い
心
遣
い
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
。と
い
っ
て
も
一
人
で
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、子
育
て
相
談
員
の

仲
間
た
ち
が
協
力
を
申
し
出
て
く
れ

た
お
蔭
だ
そ
う
で
す
。そ
れ
も
加
藤

さ
ん
の
熱
意
と
人
柄
の
賜
物
で
し
ょ

う
。保
育
料
は
一
人
一
か
月
七
千
円
。

設
立
当
時
は
保
育
料
金
全
て
が
家
賃

と
光
熱
費
に
消
え
ま
し
た
。

協
力
し
て
く
れ
る
指
導
員
も
全

員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た
。

子
育
て
支
援
や
少
子
化
問
題
に

国
や
地
方
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、な
か
な
か
進
ん
で
い
か

な
い
よ
う
で
す
。そ
ん
な
中
、加
藤

恵
美
子
さ
ん
は
八
年
前
に
地
域
の

子
供
た
ち
の
た
め
に
民
間
で
学
童

保
育
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。当
時
の

学
童
保
育
所
は
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が

小
学
校
三
年
生
ま
で
を
対
象
と
し

て
い
ま
し
た
。

幼
稚
園
教
諭
の
経
験
を
持
つ
加

藤
さ
ん
は
定
年
後
、子
育
て
相
談
員

を
す
る
中
で
「
小
学
四
年
に
な
る
と

放
課
後
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
」と
い

う
お
母
さ
ん
方
の
声
を
聞
い
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、民
家
を
借
り
て
小

学
六
年
ま
で
を
対
象
と
し
た
「
ほ
ほ

え
み
学
童
保
育
所
」を
立
ち
上
げ
ま

加か
と
う藤 

恵
え
み
こ美
子 

さ
ん

（
掛
川
市
）

学
童
保
育
を

民
間
で
立
ち
上
げ
る

地域密着情報　特派員だより②

指導員の方々と子供達に囲まれる加藤さん

和やかなひととき

かわいい防災カバン
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新し
ん
が
い貝 

加
か
よ
こ代
子 

さ
ん

（
周
智
郡
森
町
）

地
域
と
共
に

生
き
る
楽
し
さ

地域密着情報　特派員だより③

息の合った見事な大正琴の合同練習風景

大
正
琴
グ
ル
ー
プ
・
更
生
保
護

女
性
会
・
小
國
神
社
敬
神
婦
人
会

な
ど
女
性
の
会
を
ま
と
め
る
新
貝

会
長
さ
ん
の
熱
意
に
感
動
し
ま
す
。

で
も
本
人
は
ご
く
自
然
で
、
気

負
い
も
な
く
、
む
し
ろ
森
町
が
「
明

る
く
、
犯
罪
も
な
く
」「
お
達
者
度

が
高
い
町
」
に
誇
り
を
持
っ
て
「
こ

れ
が
元
気
の
源
な
ん
だ
」
と
割
り

切
っ
て
、毎
日
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
康
の
秘
訣
を
伺
う
と
「
毎
日

が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
一
杯
で
す
。

一
日
一
日
を
精
一
杯
送
っ
て
い
る

事
で
す
か
ね
ー
」
と
い
た
っ
て
自

然
で
す
。
元
気
一
杯
の
新
貝
さ
ん

の
益
々
の
御
活
躍
に
心
か
ら
エ
ー

ル
を
送
り
ま
す
。

（
磐
田
・
周
智
地
区
生
き
が
い
特
派
員　

佐
藤 

省
二
）

に
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
民
生
委
員
や
平
成
三

年
か
ら
は
森
町
更
生
保
護
女
性
会

に
入
会
し
、
現
在
は
会
長
を
務
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
静
岡
県
更
生

保
護
女
性
連
盟
へ
の
出
席
を
始
め
、

森
地
区
七
十
五
名
の
会
員
と
積
極

的
に
活
動
さ
れ
て
お
り
、そ
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
多
忙
な
日
々
を
送
ら

れ
て
い
ま
す
。

更
生
保
護
女
性
会
で
は
、
毎
年

町
内
の
全
小
・
中
学
校
八
校
を
訪

問
し
「
お
は
ぎ
」
を
生
徒
と
一
緒

に
作
り
ま
す
。
出
来
た
「
お
は
ぎ
」

を
子
供
達
と
一
緒
に
食
べ
な
が
ら

楽
し
い
会
話
が
広
が
り
隣
の
お
ば

さ
ん
の
よ
う
な
心
の
温
も
り
が
生

ま
れ
ま
す
。
こ
の
事
業
は
経
費
が

か
か
り
ま
す
の
で
、「
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
球
根
」
な
ど
を
販
売
し
、
資

金
づ
く
り
を
し
ま
す
。

森
町
は
「
犯
罪
の
な
い
」
明
る

い
町
で
す
。
こ
れ
に
は
、
町
内
で

多
く
の
更
生
保
護
女
性
会
員
が
活

躍
さ
れ
て
い
る
事
も
、
一
役
買
っ

て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

に
全
員
で
観
光
も
兼
ね
て
参
加
し

ま
す
。
ま
た
敬
老
会
や
施
設
の
慰

問
に
も
出
掛
け
ま
す
。
さ
ら
に
、

中
国
・
韓
国
・
ハ
ワ
イ
へ
も
演
奏

旅
行
に
出
掛
け
ま
し
た
。
外
国
の

方
と
の
交
流
は
い
つ
ま
で
も
想
い

出
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
そ
れ
が
あ

る
か
ら
今
日
ま
で
長
く
続
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
。」
と
、
に
こ
や
か

緑
の
水
田
か
ら
涼
風
が
心
地
よ

い
昼
下
が
り
周
智
郡
森
町
太
田
川

沿
い
の
お
宅
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

家
の
周
り
は
、
特
産
次
郎
柿
畑
が

点
在
す
る
田
園
地
帯
で
す
。
部
屋

の
南
面
は
芝
生
の
緑
が
目
に
染
み

る
、
静
か
な
佇
ま
い
で
お
話
し
を

伺
い
ま
し
た
。

若
い
時
は
小
学
校
の
教
師
を
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
家
庭
の
事

情
で
五
十
代
の
前
半
に
退
職
し
、

同
時
に
先
輩
皆
さ
ん
の
勧
め
も

あ
っ
て
大
正
琴
を
習
い
始
め
、
現

在
は
、
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
指
導

さ
れ
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て

課
題
曲
の
練
習
に
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。

毎
年
全
国
大
会
や
各
種
演
奏
会

森中学校 3 年生と「おはぎ」づくり交流
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健康づくりのポイント

「
お
達
者
度
」
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
？県

で
は
、
平
成
25
年
度
に
県
内
の
高
齢
者
約

２
万
人
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

（
静

岡
県
に
お
け
る
高
齢
者
生
活
実
態
調
査
（
第
２

期
））
の
結
果
を
も
と
に
、「
お
達
者
度
」
が
高
い

市
町
と
、
低
い
市
町
で
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る

の
か
を
調
べ
ま
し
た
。

ま
ず
、
違
い
が
大
き
い
項
目
と
し
て
、
運
動
習

慣
の
有
無
が
あ
り
ま
し
た
。
各
市
町
に
お
い
て
、

運
動
習
慣
が
あ
る
人
が
10
％
多
い
と
、
平
均
で

0
・
33
年
「
お
達
者
度
」
が
長
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
豆
腐
な
ど
の
大
豆
製
品
を

週
に
４
回
以
上
食
べ
る
人
が
10
％
多
い
と
、
平
均

で
0
・
32
年
「
お
達
者
度
」
が
長
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
図
１
に
示
す
と
お
り
、
適
度
な
運
動

や
適
切
な
食
生
活
が
、
自
立
し
て
長
生
き
で
き
る

秘
け
つ
の
よ
う
で
す
。

こ
の
ほ
か
、毎
年
の
健
診
受
診
や
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、学
習
的
活
動
へ
の
参
加
も
「
お
達
者
度
」

を
延
ば
す
こ
と
と
関
連
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
単
純
な
比
較
に
よ
る
も
の

で
あ
る
た
め
、
実
際
に
ど
れ
く
ら
い
効
果
が
あ
る

静
岡
県
で
は
、
県
内
各
市
町
の
健
康
寿
命
に
当

た
る
指
標
と
し
て
、
65
歳
か
ら
自
立
し
て
過
ご
せ

る
期
間
の
平
均
を
「
お
達
者
度
」
と
称
し
、
平
成

21
年
の
値
か
ら
公
表
を
続
け
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

65
歳
の
方
が
、
あ
と
ど
れ
く
ら
い
自
立
し
て
長
生

き
で
き
る
か
を
計
算
し
た
も
の
で
、
各
市
町
に
お

け
る
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
資
料
と
し
て
広
く
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
自
立
」
と
「
長
生
き
」
の
指
標

「
お
達
者
度
」を
延
ば
す
た
め
に
は

～
平
成
二
十
五
年
度
高
齢
者
実
態
調
査
か
ら
～

平成23年市町別「お達者度」
・男性は、森町が最も長く	 18.82年
・女性は、川根本町が最も長く	 21.84年

か
に
つ
い
て
は
、さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
で
す
が
、

今
の
生
活
習
慣
を
よ
り
良
く
す
る
ヒ
ン
ト
に
は
な

る
と
思
い
ま
す
。

「
お
達
者
度
」
の
公
表
を
始
め
て
か
ら
３
年
が

経
過
し
、
い
く
つ
か
の
市
町
で
は
「
お
達
者
度
」

を
延
ば
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

市
民
・
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
新
た
な
取

組
が
始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

適
度
な
運
動
、
適
切
な
食
生
活
と
、
積
極
的
な

社
会
参
加
に
よ
り
、
い
つ
ま
で
も
、「
お
達
者
」

で
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

「
お
達
者
度
」を
延
ば
す
た
め
に
は
？

（65 歳からの平均自立期間）

順　位 男性（年） 女性（年）

1 森　町　18.82 川根本町　21.84

2 河津町　18.67 吉田町　21.78

3 川根本町　18.37 南伊豆町　21.58

4 磐田市　18.10 森　町　21.44

5 長泉町　18.08 牧之原市　21.39

合　計 静岡県　17.41 静岡県　20.64

図1　お達者度を延ばす要因

0.1 年

運動を週 1回以上

大豆製品を週 4回以上

野菜 1日 3皿以上

毎年健診受診

ボランティア週 2回以上

緑茶 1日 4杯以上

学習的活動週 1回以上

+0.33+0.33

+0.32+0.32

+0.26+0.26

+0.22+0.22

+0.21+0.21

+0.19+0.19

+0.18+0.18

0.2 年 0.3 年 0.4 年

各市町において該当する人が10％多いと、
どれくらい「お達者度」が違うか
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第 1 回 ふじのくに健康づくり
ポスター・標語コンクール入賞作品紹介

　静岡県及びしずおか健康長寿財団では、県下の小・中・高等学校・特別支援学校の児童生徒から、
健康に関するポスター・標語を募集し、創作過程を通じて学校や家庭などにおける健康づくり県民運動
の推進を図っています。
　今年度は、ポスター・標語を合わせて631 点の応募があり、入賞作品について表彰を行うと共に、
より多くの方々にご覧いただけるよう、県内各地で展示する予定です。今回は、素晴らしい作品の中か
らそれぞれの部門で静岡県知事賞、しずおか健康長寿財団理事長賞に輝いた作品をご紹介します。

ポスターの部
静岡県知事賞受賞作品

	 	 　「家族や仲間と楽しむ食事」
	 	 　「私のため、僕のために受けて健康診断」

静岡市立長田東小学校 
旭　優愛さん

小学生低学年の部 中学生の部 高校生の部

浜松市立南部中学校 
橋本　晴楽さん

日本大学三島高等学校 
田之倉　佑羽さん

小学生高学年の部

熱海市立多賀小学校 
眞野　希更さん

健康長寿の三要素（運動・栄養・社会参加）

　	テーマ
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標語の部

健康診断　受けて広がる　家族の笑顔
御前崎市牧之原市学校組合立御前崎中学校　森山　璃来さん

健診で　守れる命　守ろうよ
磐田東高等学校　池田　慎一郎さん

食卓を　みんなで囲めば　笑顔の輪
伊東市立南中学校　佐藤　杏樹さん

我が家では　家族の笑顔が　隠し味
静岡県立沼津東高等学校　八木　翼さん

「おはよう」と　笑顔が集まる　朝ごはん　川根本町立中央小学校　坂口　天月さん

健診で　広がる笑顔と　家族の幸せ　富士宮市立富士宮第二中学校　桑原　詩織さん

健診（検診）

食　　育

食　　育

健診（検診）

標語の部

函南町立東中学校 
田渕　美里さん

中学生の部

富士宮市立富士宮第四中学校 
佐野　芽生さん

中学生の部

日本大学三島高等学校 
武藤　陽香さん

高校生の部

日本大学三島高等学校 
諸星　爽さん

高校生の部

ポスターの部
しずおか健康長寿財団理事長賞受賞作品

静岡県知事賞受賞作品

静岡市立清水袖師小学校 
鈴木　千優さん

小学生低学年の部

浜松市立西都台小学校
古門　叶多さん

小学生低学年の部

沼津市立原小学校 
秋山　陽汰さん

小学生高学年の部

富士市立岩松北小学校 
島﨑　大希さん

小学生高学年の部
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財団会員事業レポート

・「
ミ
ホ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
建

築
容
積
の
80
％
以
上
を
地
中
に
埋

設
し
、
自
然
と
環
境
に
配
慮
し
、

東
洋
と
西
洋
を
融
合
し
た
、
自
然

豊
か
の
中
に
誕
生
し
た
桃
源
郷
の

よ
う
で
圧
巻
で
し
た
。」（
以
上
会

員
さ
ん
の
声
）

来
年
度
は
、
第
三
弾
「
瀬
戸
窯
」

に
挑
戦
す
る
予
定
で
す
。
お
楽
し

み
に
！

六
古
窯
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
、
昨
年

の
「
常
滑
窯
」
に
続
い
て
、
た
ぬ
き
の

「
信
楽
窯
」
を
見
学
。

・「
個
人
で
は
な
か
な
か
行
け
な
い

場
所
で
、
一
度
は
行
き
た
か
っ
た
信
楽

へ
来
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。」

・「
丸
滋
製
陶
の
窯
元
見
学
は
製
品

の
制
作
過
程
を
見
学
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
た
だ
き
、
解
り
や
す
い
説
明

等
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

滋
賀
県
信
楽
町 

～
信
楽
ま
ち
な
か
散
策
～

～
桃
源
郷
の
世
界
～
ミ
ホ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ

10
月
21
日
・
29
日
・
31
日

撮影　森嶋勝美さん

撮影　小林禎子さん

悪
天
候
の
中
、
全
員
の
御
参
加
、

渋
滞
に
よ
る
遅
れ
等
に
も
、
御
理

解
・
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

会
員
の
皆
様
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
歌
舞
伎
座
公
演
は
、
千
穐

楽
の
25
日
催
行
。「
菊
畑
」
で
は
、
源

牛
若
丸
の
染
五
郎
の
華
や
か
さ
。「
法

界
坊
」
で
は
、
悪
党
な
が
ら
人
間
味

に
あ
ふ
れ
た
法
界
坊
の
吉
右
衛
門
の

憎
め
な
い
愛
嬌
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
で
し
た
。
法
界
坊
と
野
分
姫
の
合

体
し
た
霊
を
一
人
で
演
じ
分
け
た
名
演

技
に
も
注
目
で
し
た
。

歌
舞
伎
座
秀
山
祭
九
月
大
歌
舞
伎
観
覧

「
鬼
一
法
眼
三
略
巻
・
隅
田
川
続
俤
」

9
月
25
日

次
回
は
、
恒
例
、
国
立
劇
場
初

春
歌
舞
伎
公
演
。

ご
存
知
「
南
総
里
見
八
犬
伝
」

尾
上
菊
五
郎
が
見
せ
る
大
仕
掛
け

を
、
お
楽
し
み
に
！
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白
し
ょ
う
ゆ
発
祥
の
地
で
作
り

続
け
て
２
０
０
年
、「
ヤ
マ
シ
ン
白

し
ょ
う
ゆ
」
と
、
現
存
す
る
日
本

最
古
の
醸
造
元
「
九
重
み
り
ん
」

を
見
学
後
、「
な
ば
な
の
里
」
へ
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
ナ
イ
ア
ガ
ラ

の
滝
」。
あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ
で
は
、

簡
単
な
体
操
を
交
え
て
の
日
常
生

活
に
役
立
つ
健
康
講
座
後
、
健
康

科
学
館
に
て
体
力
チ
ェ
ッ
ク
。
皆
様
、

子
供
の
よ
う
に
嬉
々
と
し
て
取
り

組
み
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。（
看

護
ス
タ
ッ
フ
の
声
）

初
め
て
の
宿
泊
研
修
の
旅
で
し
た

が
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
、「
と
て

も
良
か
っ
た
。
ま
た
、
是
非
、
企
画

を
・
・
・
」
と
、
多
く
の
声
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め
は
、
挨
拶

程
度
だ
っ
た
方
々
も
、寝
食
を
共
に
し
、

ま
さ
し
く
裸
の
付
き
合
い
・
・
・
、
帰

り
は
、
財
団
本
来
の
目
的
で
あ
る
仲
間

づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
・
健
康
づ

く
り
の
三
つ
の
柱
が
出
来
上
が
っ
て
い

た
よ
う
で
し
た
。

な
ば
な
の
里
と
白
し
ょ
う
ゆ
工
場
見
学
～

あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ
泊
・
健
康
講
座

11
月
18
日
〜
19
日

日本最古の九重みりん工場

ヤマシン白しょうゆ大樽仕込み

・「
小
雨
の
中
、
紅
葉
も
美
し
く
、

仲
間
同
士
で
和
気
あ
い
あ
い
と
写
真

を
撮
り
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

・「
足
の
あ
ら
ゆ
る
願
い
が
叶
う

と
言
わ
れ
て
い
る
三
光
寺
の
足
地
蔵

は
、
私
に
と
っ
て
小
さ
な
発
見
で
し

た
。
野
守
の
池
も
良
か
っ
た
で
す
。」

・「
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ゴ
ー
ル
地
点
に
着

い
た
時
は
、
達
成
感
と
充
実
感
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

行
き
た
い
で
す
。」（
参
加
者
の
声
）

あ
い
に
く
の
お
天
気
で
し
た
が
、
ブ

ナ
や
カ
エ
デ
の
紅
葉
を
愛
で
な
が
ら
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。

F
D
A
で
は
、
機
長
が
フ
ラ
イ
ト
シ
ュ

ミ
レ
ー
タ
ー
に
よ
り
実
機
と
変
わ
ら
な

い
最
高
レ
ベ
ル
で
の
訓
練
を
受
け
て
お

り
、
客
室
乗
務
員
の
非
常
時
の
対
応
訓

練
や
、
航
空
展
示
室
な
ど
、
普
段
見
る

こ
と
の
出
来
な
い
施
設
を
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
安
全
・
快
適
な
空
の

旅
を
支
え
る
、
表
に
は
見
え
な
い
努
力

が
少
し
わ
か
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

秋
の
川
根
路“
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク・
ウ
ォ
ー
ク
”と

Ｆ
Ｄ
Ａ
フ
ラ
イ
ト
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
施
設
見
学

11
月
26
日

撮影　勝呂 武さん
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財団だより 公益財団法人しずおか健康長寿財団

〒420-0856 静岡市葵区駿府町１番70号
Tel 054-253-4221　Fax 054-253-4222
ホームページ	 http://www.sukoyaka.or.jp（財団）
	 http://www.kenkouikigai.jp（生きがい・仲間づくり情報）
電子メール	 ikigai@sukoyaka.or.jp

ご来場をお待ちしてま～す

リフォームファッ
ションショー

シニアコーラス

チアリーディング

ご来場者の中から
抽選で健康グッズを

10名様に
プレゼント！！

お楽しみ抽選会お楽しみ抽選会

吹奏楽演奏

第15回熟年メッセージ大会第15回熟年メッセージ大会
健康ふれあい交流会
世代を超えた
感動のステージ すこやか長寿祭

●健康づくりポスター・標語コンクール優秀作品展示　●ねんりんピック栃木2014美術展入賞作品展示
●似顔絵コーナー　●体力測定「自立体力全国検定」　●骨密度測定　●食の体験コーナー

1・2階エントランス  11:30～15:30 

中ホール・大地  12:30～15:45

グランシップ 「中ホール・大地」 静岡市駿河区池田79-4会　　場

開催日時 平成27年1月31日（土） 11：30～15：45

●チアリーディング
加藤学園高等学校チアリーダー部

●開会セレモニー
●感動の共有・笑顔の継承
第15回熟年メッセージ大会
優秀作品の表彰、作品発表
今回も多くの作品が寄せられました。
素晴らしい受賞作品の発表をお聴きください。

●ダンス
Rikaマーチングアカデミー

●シニアコーラス
四季を歌う会

●リフォームファッションショー
シニアクラブ静岡県審査会優秀作品発表

●吹奏楽演奏
静岡市立東豊田中学校吹奏楽部

入場無料
〈申込不要〉
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　食育に関する講演会、鼎談のほか、各地域で食育活動を実践している関係者が
一堂に集まり、取組を紹介します。試食や体験コーナーもあります！参加費無料！

ふじのくに地域食育フェアin東部
地域の食材や食文化に触れ「食を知ろう！つくろう！楽しもう！」

日　時 平成27年2月21日（土）、22日（日） 午前10時～午後４時

会　場 ふじのくに千本松フォーラム　プラサヴェルデ　コンベンションホール
（沼津駅北口徒歩3分）

内　容

電話番号 054-221-2779　＊詳しくは静岡県健康増進課のホームページを御覧ください。問い合わせ

講演会　　21日
（事前申込優先）

　　　　　22日

食育PRブース

基調講演 「和食文化のこれから」　
　　　　静岡文化芸術大学学長　熊倉功夫氏
鼎談　「和食文化（静岡型食文化）の継承と発展」
　　　　熊倉功夫氏 　宇田倭玖子氏 （白壁荘　女将）
　　　　長谷川啓子氏 （前沼津市立原小学校　栄養教諭）
講演「元気・やる気のカギは『食』！」
　　　　こばたてるみ氏 （株式会社しょくスポーツ）
ふじのくに「食の都」づくり仕事人コーナーほか、
試食や体験など楽しい内容が約40ブース!!

「ちゃっぴー」
©静岡県

県からのお知らせ

 
 

 
 

 
��������������������������������������������� 
本社所在地：静岡市葵区宮ヶ崎町 87-2  TEL：054-275-0015 FAX：054-275-0016 
県庁営業所：静岡市葵区追手町 9-6 静岡県庁本館 1F  TEL&FAX：054-273-7017  
URL：http://sanko-travel.com/ 

 

「はつらつネットふじのくに」法人会員紹介
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